
◎定置網  新潟県内主要定置網の水揚量（平成20年8月分）
        魚種
地区 アジ サバ イワシ イナダ 小ブリ 中ブリ 大ブリ メジマグロ マグロ

両 津 湾 2.9 1.4 0.0 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
山 北 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
青 海 1.1 0.0 0.0 4.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
糸 魚 川 3.0 0.1 0.0 5.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

計 6.9 1.5 0.0 11.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
前 年 28.5 10.5 0.1 34.8 8.1 20.5 1.1 0.3 0.2
5 年 平 均 22.8 4.8 0.0 20.9 3.4 8.3 1.4 0.3 0.2

        魚種
地区 シイラ サケ サクラマス スルメイカ ヤリイカ マダイ ヒラメ その他 計

両 津 湾 0.8 0.0 0.0 0.1 0.0 0.7 0.0 0.5 7.5
山 北 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
青 海 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 1.8 7.2
糸 魚 川 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 0.3 1.7 12.4

計 1.0 0.0 0.0 0.1 0.0 2.2 0.4 4.0 27.1
前 年 0.2 0.0 0.0 0.1 0.0 1.9 0.5 12.1 119.0
5 年 平 均 0.5 0.0 0.0 0.1 0.0 1.7 0.4 9.2 74.1

単位：トン
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・8月の定置網水揚量は27トンで前年比23%、平年比ともに37％でし
た。
・両津湾での操業が1ヵ統のみのため（昨年は3ヵ統が操業）、ほとん
どの魚種で前年及び平年を大幅に下回っています。
・両津湾以外（青海・糸魚川）ではイナダの漁獲量が平年を上まわっ
ており、統計値に含まれていませんが、外佐渡の大型定置網によっ
て当歳魚と思われるイナダの漁獲がみられています（推定値：約30ト
ンで前年の3倍程度）。
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◎まき網（平成20年8月分） 単位：トン
魚種

港
新潟 95.2 1.2 0.2 7.3 20.8 1.5 126.1
柏崎 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
寺泊 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
計 95.2 1.2 0.2 7.3 20.8 1.5 126.1

前年 71.5 53.8 0.0 60.6 12.0 1.9 199.7
5年平均 141.8 55.1 1.5 14.5 22.9 5.3 241.2

◎いか釣  県内主要地区の水揚量（平成20年8月分） 単位：トン
地区 隻数 水揚量

山北町 27 14.8
新潟 0 0.0
両津 133 41.2
計 160 56.0

前年 227 78.8
5年平均 392 226.3

隻数：操業した延べ隻数

ブリ その他 合計
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アジ サバ イワシ イナダ

・8月は新潟でアジ等126トンの水揚げがありましたが、平年比52%、昨年の63%と大幅に落ち込みました。

・8月の主要3港での水揚げは56トンで前年の71%、
平年の25％でした。
・4月からの累計では1858トンで前年の116%、平年
の55%となりました。

◎近県の漁況・・・カッコ内の数字（％）は前年同月比（石川県は前年同旬比）
山形県（８月）
刺網：キス１．６トン（82％）、サザエ５．５トン（124％）、延縄：タイ類４．０トン（85％）
ごち網：タイ類22.1トン（139％）、採貝藻：イワガキ９５．８トン（89％）、サザエ９．６トン（112％）
小型いか釣り：６９．８トン（435％）
富山県（８月）
アジ（定置網、その他漁船漁業）：８６トン（88％）、カタクチイワシ（定置網）：１１３トン（72％）、マダイ（定置網、
漁船漁業）１９トン(145％）、ヒラメ（定置網、その他漁船漁業）４トン（66％）、フクラギ（定置網、漁船漁業）８２ト
ン（68％）、シロエビ（その他漁船漁業）６５トン（80％）、サワラ類（定置網、その他漁船漁業）６トン（2％）、シイラ
（定置網）４１トン（426％）
石川県（９月上旬）
定置網：ブリ類１１８．８トン（190％）、アジ２７．０トン（50％）、サワラ１２．６トン（68％）
刺網：ウマズラハギ１１．１トン（464％）、マダイ２．０トン（301％）、マダイ１．５トン（50％）
まき網：ブリ類３３８．５トン（1625％）
底びき網：ホッコクアカエビ４７．４トン（182％）、ニギス２９．２トン（67％）、ハタハタ２１．９トン（162％）

スルメイカ（生）累積水揚量の推移
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◎クラゲ情報
・大型クラゲ（エチゼンクラゲ）の日本海における出現は、９月２２日現在、前年に比べ非常に少ない状態となってい
ます。黄海、東シナ海では出現密度は低いものの分布が確認されており、今後順次日本海へ流入してくることも予
想されますのでご注意下さい。なお、今年度調査では、ユウレイクラゲ（大きさ30cm前後、刺胞があります）が例年
以上に分布していることが確認されています、併せてご注意下さい。
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